
図-3 コア中心での間隙水圧の経時変化（図-1 矢印位置） 
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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

築堤から放置期間における間隙水圧の消散から

求まるコア材の透水性、盛立面で行った原位置透

水試験から求まる透水性および事前に行った土質

試験から求まる透水性を比較し、ダム築堤時にコ

ア内に発生する間隙水圧について予測を行うため

の考察を行った結果について報告するものである。 

２２２２．．．．動態観測動態観測動態観測動態観測によるによるによるによるコアコアコアコア材材材材のののの透水性透水性透水性透水性    

 図-1 に示す２つのダムについて築堤から放置期

間における間隙水圧の消散からコアの透水性を求

めた。図-2 にこれらのダムの盛立工程と初期湛水

の工程を示す。図-1 の青矢印位置のコア中心での

間隙水圧の変化を図-3 に示す。間隙水圧は築堤期

間に大きく上昇し、放置期間（図-2 の２つの綠矢

印に挟まれる期間）に消散している。図-4 に放置

期間の最初と最後におけるコア内の間隙水圧分布

を示す。図の左側が上流側であり、右側が下流側

である。赤線が図-2 の左側の綠矢印（放置期間の

開始日）、青線が図-2 の右側の綠矢印（放置期間の

終了日）である。図-4 から間隙水圧はほぼ上下流

対称で消散していくことが判る。間隙水圧の消散

を上下流方向の一次元圧密と仮定し、図-4 の間隙

水圧の分布から平均圧密度と時間係数および圧密

係数を求め、土圧計および層別沈下計から求めた

有効応力とひずみの関係から体積圧縮係数を算出

し、コアの透水係数を求めた。算出した結果は図

-8 の現場逆算値に示す。なお図-8 の間隙比は土質

試験と比較するため盛立面での間隙比を最大粒径

16mm での値に礫分補正した値である。盛立面での

試験値は A ダムで間隙比 0.328、飽和度 89％、B

ダムで間隙比 0.433、飽和度 81％である。    

３３３３．．．．原位置透水試験結果原位置透水試験結果原位置透水試験結果原位置透水試験結果    

 図-5 に２つのダムにおける原位置透水試験によ

る透水係数と間隙比の値を示す。間隙比は土質試験と比較するため盛立面での間隙比を最大粒径 16mm での値に礫分

補正した値である。    
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図-1 検討したダムの断面図と間隙水圧計設置位置（赤印） 

図-2 検討したダムの盛立工程と初期湛水工程 

図-3 コア中心での間隙水圧の経時変化（図-1 矢印位置） 

図-4 放置期間におけるコア内の過剰間隙水圧の消散 
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図-5 原位置透水試験による透水係数と間隙比の値 

図-6 室内透水試験による透水係数と間隙比の関係 

A ダムの値は全体の平

均値を示す。 
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図-7 圧密試験による透水係数と間隙比の関係 
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図-8 コア材の透水係数に関する検討結果（透水係数と間隙比の関係） 

４４４４．．．．室内透水試験結果室内透水試験結果室内透水試験結果室内透水試験結果    

 図-6 に試験結果を示す。Wopt より乾

燥側では透水係数が大きく、Wopt より

湿潤側では透水係数が小さい値である。

A ダムの乾燥側の飽和度は 55～70％、湿

潤側で 87～90%である。B ダム試料 1 の

乾燥側の飽和度は 63～70％、湿潤側で

92～93%、試料 2 の乾燥側の飽和度は 61

～74％、湿潤側で 85～86%である。 

５５５５．．．．圧密試験結果圧密試験結果圧密試験結果圧密試験結果    

 飽和試料と不飽和試料を用いた圧密

試による透水性を図-7 に示す。不飽和試

料は 1Ec で突固め、飽和試料は 0.2Ec～

0.7Ec までの突固め度合いである。不飽

和試料の方がより小さい透水係数と成

っている。なお図では圧密試

験の各載荷段階ごとの間隙

比と透水係数の関係をプロ

ットしている。 

６６６６．．．．コアコアコアコア材材材材のののの透水係数透水係数透水係数透水係数にににに関関関関すすすす

るるるる考察考察考察考察    

 図-8 はこれまでの試験結

果の重ね図である。この図か

ら①不飽和試料の圧密試験

および室内透水試験の湿潤側の試験において間隙比と透水係数の関係がほぼ一致し、A ダムの動態観測から逆算し

た透水係数もほぼこれらの関係に一致する。これら３つの試料の飽和度は 80～90％である。②飽和試料および室内

透水試験の乾燥側の試験において間隙比と透水係数の関係がほぼ一致し、不飽和試料に比べて１０倍程度透水係数

が大きい。③盛立面で行った原位置透水試験から求められる値は室内透水試験の乾燥側試料および飽和試料の圧密

試験から求められる透水係数に近い値であり、現場の逆算値と比べて１０倍以上大きい値である。④間隙比が同じ

でも飽和度が透水係数に大きく影響しており、盛立面の飽和度とほぼ同じ飽和度の試料を用いた室内透水試験およ

び圧密試験から求めた透水係数は現場逆算値程度の値となる。 

７７７７．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    

 盛立面の飽和度と同じ試料を用

いた圧密試験、室内透水試験の透

水係数が現場の逆算値とほぼ等し

いことが判った。今後これらの値

を用いて FEM 解析を行い、築堤か

ら湛水までの期間において観測さ

れた水圧の発生や消散を検討する

予定である。最後にとりまとめに

当たり指導頂いた中央大学太田教

授に感謝するものである。    
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